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�新・新潟市誕生記念祭の入場者を募集します…P3

�はじまります！納税相談………………………P4

�国民健康保険……………………………………P6

�お知らせ・情報
「ご存じですか？検察審査会」ほか …………………………P8

�街かどスケッチ
「消防出初め式挙行」 …………………………………P10

�町民のうごき
「わたしの作品」「わが家の人気者」 ………………………P12

　ホームページが新し
くなりました。 
　24時間、いつでも
ご意見をお待ちしてい
ます。 
　ぜひ、ご利用くださ
い。 

文字どおりの「明るい春」を迎
えられますように。

（1月14日　升潟小学校にて）
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誕
生
記
念
祭

新
・
新
潟
市
誕
生
記
念
祭

新
潟
市
誕
生
記
念
祭
の 

入
場
者
を
募
集
し
ま
す

入
場
者
を
募
集
し
ま
す 

新
・
新
潟
市
誕
生
記
念
祭

新
潟
市
誕
生
記
念
祭
の 

入
場
者
を
募
集
し
ま
す

入
場
者
を
募
集
し
ま
す 

新
・
新
潟
市
誕
生
記
念
祭
の 

入
場
者
を
募
集
し
ま
す 

３
月
21
日
の
広
域
合
併
に
よ

り
、
人
口
78
万
人
の
新
・
新
潟
市

が
誕
生
し
ま
す
。

新
潟
市
で
は
、
合
併
を
祝
う
と

と
も
に
、
合
併
市
町
村
の
一
体
感

作
り
を
図
る
記
念
祭
を
３
月
25
日

に
開
催
し
、
合
併
す
る
13
市
町
村

に
お
住
ま
い
の
方
を
招
待
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

記
念
祭
の
内
容
は
、
第
１
部
は

合
併
市
町
村
の
風
景
、
生
活
や
伝

統
芸
能
の
演
技
・
演
奏
な
ど
を
紹

介
す
る
ス
テ
ー
ジ
、
第
２
部
は
新

潟
市
出
身
の
歌
手
小
林
幸
子
さ
ん

に
よ
る
新
曲
「
越
後
絶
唱
」
の
披

露
を
含
む
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
こ

の
曲
は
合
併
を
記
念
し
て
、
新
潟

に
ゆ
か
り
の
あ
る
作
詞
家
の
た
か

た
か
し
さ
ん
、
作
曲
家
の
遠
藤
実

さ
ん
に
お
作
り
い
た
だ
い
た
も
の

で
す
。

場
所

新
潟
県
民
会
館
大
ホ
ー
ル

日
時

３
月
25
日
（
金
）

午
後
６
時
〜
９
時
（
予
定
）

応
募
資
格

新
潟
市
お
よ
び
合
併

予
定
市
町
村
に
現
在
居
住
し
て

い
る
方

応
募
方
法

官
製
往
復
は
が
き
の

往
信
裏
面
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
、
応
募
人
数

（
１
通
で
２
名
ま
で
応
募
可
能
）

を
記
載
し
て
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
応
募
は
お
一
人
１

通
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
中
学
生
以
下
の
入
場

は
保
護
者
ま
た
は
引
率
者
の
同

伴
が
必
要
で
す
。

応
募
締
切

３
月
５
日
（
土
）

当
日
消
印
有
効

当
選
通
知

応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
と
な
り
ま
す
。
当
選
結

果
は
、
返
信
は
が
き
で
通
知
し

ま
す
。
な
お
、
座
席
は
全
席
自

由
席
と
な
っ
て
い
ま
す
。

あ
て
先

〒
９
５
１
―
８
５
５
０

新
潟
市
学
校
町
通
１
番
町
６
０

２
番
地
１

新
潟
市
総
合
企
画
課
「
新
・
新

潟
市
誕
生
記
念
祭
」
係

問
い
合
わ
せ

新
潟
市
総
合
企
画
課
企
画
推
進

班�
０
２
５
―

２
２
６
―

２
１
０
７

平成17年の区長さんを紹介 

区　長　名 

真　島　伸　也 

酒　井　　　實 

伊　藤　　　孝 

小　林　一　司 

大　滝　和　幸 

伴　　　万　吉 

内　藤　一　郎 

伊　藤　是　夫 

大　橋　満　夫 

岩　崎　　　均 

鈴　木　大　策 

渡　辺　準　一 

高　木　　　章 

区長事務代表 

高　橋　康　行 

深　川　新三郎 

大　沼　武　邦 

伊　東　俊　英 

岡　田　久　治 

深　川　　　勝 

渡　辺　成　夫 

畠　山　与志雄 

町内名 

二 番 町 

三 番 町 

四 番 町 

五 番 町 

六 番 町 

七 番 町 

八 番 町 

九 番 町 

東　　町 

朝 日 町 

千 隈 町 

藤 見 町 

大 正 通 

旗　　屋 

松　　崎 

六　　分 

見　　帯 

善 光 寺 

桑　　山 

新　　川 

上　　組 

中　　作 

区　長　名 

早　川　欣　彌 

多　賀　重　則 

皆　川　宏　次 

石　黒　清　次 

中　澤　久　一 

加　藤　英　一 

大　橋　義　行 

大　澤　十　郎 

渡　辺　照　男 

佐　藤　久友己 

斎　藤　欣　也 

小　川　　　章 

渡　辺　　　弘 

田　中　一　男 

斉　藤　　　昇 

山　下　　　弘 

多　賀　祥　一 

高　橋　与子男 

前　山　惣　蔵 

池　田　　　悟 

石　田　照　男 

長谷川　彦太郎 

町内名 

中　　村 

三 ツ 屋 

下　　組 

升潟団地 

新　　田 

大　　潟 

浦　　村 

大　　関 

升　　岡 

升岡団地 

川　　西 

与兵衛野 

堀　　上 

貝　　柄 

三 角 野 

　 農 部  

大字升潟 

西川第一 
産業センター 

西川第二 
産業センター 

区　長　名 

田　澤　禎　人 

白　倉　逸　平 

高　橋　高　清 

高　山　日出雄 

山　本　　　保 

海　藤　惣一郎 

渡　部　武　志 

土　田　正　志 

鈴　木　　　勝 

高　田　一　也 

渡　辺　正　徳 

福　井　力　雄 

土　田　　　勲 

加　藤　源　陸 

田　辺　勇　治 

八木澤　伸　一 

田　中　甚　之 

泉　井　　　清 
（梅　田　軒） 

南須原　　　巴 
（南須原板金工業） 

町内名 

押　　付 

押付団地 

美　　里 

矢　　島 

天 竺 堂 

真　　田 

槇　　島 

槇島団地 

西 汰 上 

中　　島 

下　　山 

川　　崎 

川崎団地 

平　　野 
 

　第一区 

　第二区 

　第三区 

学 校 町 

水 道 町 

新 栄 町 

一 番 町 

　今年１年間、役場と町民の皆さんとのパイプ役として活躍してくださる区長さんを紹介します。 
どうぞ、よろしくお願いします。（敬称略） 
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平
成
17
年
１
月
１
日
現
在
、
町

に
住
所
が
あ
り
、
次
の
事
項
に
該

当
す
る
方
は
住
民
税
の
申
告
が
必

要
で
す
。

た
だ
し
、
確
定
申
告
を
す
る
方

は
、
住
民
税
の
申
告
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

①
　
平
成
16
年
中
に
営
業
、
農
業
、

大
工
、
左
官
な
ど
の
事
業
所
得

の
あ
る
方（
給
与
所
得
者
を
除
く
）

②
　
平
成
16
年
中
に
地
代
、
家
賃

な
ど
の
不
動
産
収
入
が
あ
る
方

③
　
給
与
所
得
者
で
、
ほ
か
に
所

得
（
地
代
、
家
賃
、
配
当
、
外

交
員
報
酬
、
原
稿
料
、
印
税
な

ど
）
が
あ
る
方

④
　
給
与
所
得
者
で
、
２
か
所
以

上
の
と
こ
ろ
か
ら
給
与
を
受
け

て
い
る
方

⑤
　
平
成
16
年
中
に
退
職
し
、
年

末
調
整
の
済
ん
で
い
な
い
方

⑥
　
給
与
所
得
者
で
、
医
療
費
控

除
、
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
、
雑
損

控
除
お
よ
び
扶
養
控
除
を
受
け

よ
う
と
す
る
方

⑦
　
日
々
雇
用
（
日
雇
い
）
や
家

事
使
用
人
な
ど
の
賃
金
所
得
者

で
、
事
業
主
か
ら
源
泉
徴
収
を

受
け
て
い
な
い
方

⑧
　
事
業
主
な
ど
か
ら
町
あ
て
に

給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ

て
い
な
い
方

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
方
で
、
住
民
税
や
所
得
税
の
申

告
を
し
て
い
な
い
方
は
、
国
民
健

康
保
険
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

※
　
源
泉
徴
収
票
が
無
い
場
合

は
、
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
　
領
収
書
（
レ
シ
ー
ト
）
は
、

医
療
機
関
ご
と
・
受
診
個
人
ご

と
に
振
り
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
金

額
を
記
載
の
う
え
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

②
　
保
険
会
社
や
健
康
保
険
組
合

な
ど
か
ら
の
補
填
金
の
額
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

納
税
相
談
会
場
は
、
大
変
混
雑

し
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
役
場

や
税
務
署
か
ら
申
告
書
を
受
け
取

り
、
事
前
に
住
所
・
氏
名
・
職

業
・
電
話
番
号
・
収
支
の
内
訳
を

記
入
の
う
え
お
い
で
く
だ
さ
い
。

申
告
書
に
何
も
記
入
せ
ず
に
来

ら
れ
た
場
合
、
相
談
に
時
間
が
か

か
る
こ
と
に
な
り
、
他
の
方
の
迷

惑
に
な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
必

要
事
項
の
す
べ
て
を
記
載
の
う
え

お
い
で
く
だ
さ
る
よ
う
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

青
色
申
告
者
で
専
従
者
給
与
を

支
払
っ
て
い
る
方
は
、
金
額
に
関

係
な
く
、
す
べ
て
の
専
従
者
に
か

か
る
給
与
支
払
報
告
書
を
税
務
課

へ
提
出
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

税
務
課
　
内
線
１
５
１
〜
１
５
４

巻
税
務
署
　
�
72
―

２
３
５
５

パ
ソ
コ
ン
で
申
告
書
が
作
成
で
き
ま
す
。

国

税

庁

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

h
ttp
://w

w
w
.n
ta.g
o.jp

の
「
確

定
申
告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

白
色
申
告
の
事
業
（
営
業
、
農

業
、
そ
の
他
事
業
な
ど
）
所
得
者

が
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
場
合

は
、「
収
支
内
訳
書
」
を
添
付
す

る
こ
と
が
義
務
付
け
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
ご
自
分
で
記
載
の
う
え

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
住
民
税
申
告
を
す
る
場

合
は
、
申
告
書
裏
面
の
「
事
業
・

不
動
産
所
得
に
関
す
る
事
項
」
を

記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

①
　
平
成
17
年
度
町
民
税
・
県
民

税
申
告
書
（
必
要
事
項
を
記
載

の
こ
と
）

②
　
印
鑑

③
　
収
入
を
確
認
で
き
る
帳
簿
書

類
④
　
生
命
保
険
・
損
害
保
険
な
ど

の
掛
金
支
払
証
明
書
（
領
収
書

不
可
）

⑤
　
医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合

は
、
医
療
機
関
の
発
行
し
た
領

収
書
（
医
療
機
関
ご
と
・
受
診

個
人
ご
と
に
分
け
て
持
参
の
こ

と
）

⑥
　
所
得
税
の
還
付
申
告
を
受
け

る
場
合
は
、
事
業
主
の
発
行
す

る
源
泉
徴
収
票
（
原
本
）

住
民
税
（
町
民
税
・
県
民
税
）
と
所
得
税
の
申
告
時
期
が
き
ま
し

た
。
町
で
は
申
告
書
の
受
付
、
所
得
の
計
算
方
法
お
よ
び
書
き
方
の

相
談
の
た
め
、
２
月
17
日
か
ら
３
月
15
日
ま
で
の
間
、
納
税
相
談
を

日
程
表
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

な
お
、
巻
税
務
署
か
ら
確
定
申
告
の
通
知
（
青
色
申
告
者
）
を
受

け
た
方
は
、
税
務
署
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

２
月
17
日
k
〜
３
月
15
日
i

申
告
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
方

国
民
健
康
保
険
税
に

関
す
る
申
告

白
色
事
業
所
得
者
の

確
定
申
告

申
告
の
際
に
必
要
な

も
の

医
療
費
控
除
を
受
け
る

場
合
は

申
告
書
を
記
入
し
て
か

ら
相
談
会
場
へ

青
色
申
告
者
は
給
与
支

払
報
告
書
の
提
出
を
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納
税
相
談

巻
税
務
署
の

確
定
申
告
相
談
会

巻
税
務
署
で
は
、
次
の
日
程
に

よ
り
所
得
税
や
消
費
税
の
確
定
申

告
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
程２

月
16
日
（
水
）
〜
３
月
15
日

（
火
）

※
土
・
日
曜
日
は
除
く

会
場巻

税
務
署
２
階
会
議
室

時
間午

前
９
時
〜
正
午

午
後
１
時
〜
５
時

・
還
付
申
告
は
、
１
月
４
日
か

ら
受
付
し
て
い
ま
す
。

・
消
費
税
申
告
は
、
３
月
31
日

ま
で
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

巻
税
務
署

�
72
―

２
３
５
５

納 税 相 談 日 程 表  

会
　
　
場
　
役
場
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム 

受
付
時
間
　
午
前
の
部
　
９
時
か
ら
11
時
ま
で 

　
　
　
　
　
午
後
の
部
　
１
時
か
ら
４
時
ま
で 

月　　日 対　　象　　区　　域 

上組　　　　中作　　　　中村 

三ツ屋　　　下組　　　　新田　　　大潟 

浦村　　　　大関　　　　升岡 

升潟団地　　升岡団地　　川西　　　与兵衛野 

堀上　　　　貝柄　　　　三角野　　押付 

矢島　　　　天竺堂　　　真田 

槇島　　　　西汰上　　　川崎　　　平野 

特別相談日（受付時間）午前９時～11時 

中島　　　　下山 

川崎団地　　槇島団地　　美里　　　押付団地 

学校町　　　水道町　　　新栄町 

　第一区　　　第二区　　　第三区 

大正通　　　旗屋 

特別相談日（受付時間）午後６時～７時30分 

特別相談日（受付時間）午前９時～11時 

一番町　　～　　九番町 

東町　　　　朝日町　　　千隈町　　藤見町 

六分 

見帯 

善光寺　　　桑山 

松崎　　　　新川　　指定する日に来れなかった方 

指定する日に来れなかった方 

17日（木） 

18日（金） 

21日（月） 

22日（火） 

23日（水） 

24日（木） 

25日（金） 

26日（土） 

28日（月） 

１日（火） 

２日（水） 

３日（木） 

４日（金） 

４日（金） 

６日（日） 

７日（月） 

８日（火） 

９日（水） 

10日（木） 

11日（金） 

14日（月） 

15日（火） 

2 
月 

3 
月 

特別相談日は混雑が予想されます。あらかじめ、ご了承ください。
・巻税務署の納税相談は、２月16日(水)～３月15日(火)までです。(土・日曜日を除く）
・３月16日からの申告は、巻税務署での取り扱いとなります。
早めの申告をお願いします。
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広
報
紙
に
つ
い
て
は
、
合
併
後
「
市
報
に
い
が

た
」
が
３
月
27
日
号
か
ら
、
毎
週
日
曜
日
に
新
聞

折
り
込
み
に
よ
り
各
世
帯
へ
配
布
さ
れ
ま
す
。
そ

の
他
、
西
川
支
所
や
市
役
所
、
地
区
事
務
所
な
ど

に
も
置
き
ま
す
の
で
、
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
新
潟
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
新
聞
を
購
読
し
て
い
な
い
世
帯
ま
た
は

別
記
以
外
の
新
聞
の
み
を
購
読
し
て
い
る
世
帯
に

は
、
無
料
で
郵
送
に
よ
り
「
市
報
に
い
が
た
」
を

配
布
し
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
２
月
末
日

ま
で
に
企
画
課
ま
た
は
新
潟
市
広
報
課
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
視
覚
障
害
の
方
の
た
め
に
「
点
字
版
市

報
に
い
が
た
」、
テ
ー
プ
に
よ
る
「
声
の
広
報
」

も
製
作
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「
市
報
に
い
が
た
」
が
折
り
込
ま
れ
る
新
聞

・
新
潟
日
報
、
朝
日
新
聞
、
読
売
新
聞
、
毎
日
新

聞
、
産
経
新
聞

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

企
画
課
企
画
広
報
係

内
線
２
２
２

新
潟
市
広
報
課

�
０
２
５
―

２
２
８
―

１
０
０
０

内
線
２
１
４
２
〜
２
１
４
５

市
報
に
い
が
た
の

市
報
に
い
が
た
の 

　
郵
送
申
し
込
み
に
つ
い
て

　
郵
送
申
し
込
み
に
つ
い
て 

市
報
に
い
が
た
の

市
報
に
い
が
た
の 

　
郵
送
申
し
込
み
に
つ
い
て

　
郵
送
申
し
込
み
に
つ
い
て 

市
報
に
い
が
た
の 

　
郵
送
申
し
込
み
に
つ
い
て 

４
月
１
日
か
ら

保
険
証
が
変
わ
り
ま
す

○
国
民
健
康
保
険
証

現
在
の
保
険
証
は
、
３
月
31
日

ま
で
有
効
で
す
。
新
し
い
保
険
証

は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
１
人
１
枚

の
カ
ー
ド
保
険
証
で
す
。

各
世
帯
に
、
３
月
下
旬
に
郵
送

し
ま
す
の
で
、
４
月
１
日
か
ら
ご

使
用
く
だ
さ
い
。

※
保
険
証
カ
バ
ー
が
必
要
な
方
は

窓
口
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

○
高
齢
受
給
者
証

現
在
の
高
齢
受
給
者
証
は
、
３

月
31
日
ま
で
有
効
で
す
。
新
し
い

高
齢
受
給
者
証
は
、
３
月
下
旬
に

郵
送
し
ま
す
の
で
、
４
月
１
日
か

ら
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
保
険
証
・
高
齢
受
給
者

証
の
変
更
に
伴
う
手
続
き
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。

○
納
付
相
談

特
別
な
事
情
の
な
い
ま
ま
保
険

税
の
滞
納
が
続
く
と
、
健
全
な
国

保
の
運
営
に
支
障
を
き
た
す
ば
か

り
か
、
他
の
加
入
者
の
迷
惑
に
な

り
ま
す
。

保
険
税
を
納
め
る
こ
と
が
困
難

な
と
き
は
、
早
め
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
分
割
納
付
な
ど
納
付
方

法
の
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。
病
気

な
ど
の
た
め
、
窓
口
に
来
る
こ
と

が
困
難
な
方
は
、
電
話
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

相
談
の
な
い
ま
ま
保
険
税
を
滞

納
し
て
い
る
と
、
保
険
証
の
返
還

を
求
め
資
格
証
を
交
付
す
る
こ
と

に
な
り
、
医
療
費
を
全
額
自
己
負

担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
納
期

国
民
健
康
保
険
税
の
納
期
は
新

潟
市
に
統
一
さ
れ
ま
す
。
年
度

（
４
月
〜
翌
年
３
月
）
ご
と
に
保

険
料
が
計
算
さ
れ
、
年
間
保
険
料

を
12
回
に
分
け
て
納
め
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
毎
月
末
が
納
期
に

な
り
ま
す
。

年
間
保
険
料
は
前
年
の
所
得
に

応
じ
ま
す
の
で
、
所
得
が
確
定
す

る
６
月
ま
で
は
、
昨
年
の
所
得
を

基
に
計
算
し
ま
す
。

○
収
入
申
告

国
民
健
康
保
険
料
算
出
の
た
め

所
得
の
申
告
を
し
て
い
な
い
世
帯

に
は
、
市
民
税
課
か
ら
の
申
告
書

と
国
民
健
康
保
険
課
か
ら
の
申
告

書
の
２
つ
が
届
き
ま
す
の
で
、
そ

れ
ぞ
れ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
国
民
健
康
保
険
料

に
つ
い
て

４
月
か
ら
は
、
新
潟
市
の
制
度

に
統
一
さ
れ
、
保
険
料
と
し
て
毎

月
納
付
に
な
り
ま
す
。

参
考
ま
で
に
16
年
度
で
比
較
し

た
場
合
は
次
の
と
お
り
と
な
っ
て

い
ま
す
。

※
合
併
後
は
、
国
民
健
康
保
険
料

に
な
り
ま
す
。

現
在
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
世
帯
の
場
合
は
、
平
成

16
年
度
（
平
成
17
年
３
月
分
ま
で
）

は
合
併
前
の
保
険
税
率
の
ま
ま
計

算
し
ま
す
。
３
月
21
日
以
降
に
世

合
併
後
は
ど
う
な
る
の
？

合
併
後
は
ど
う
な
る
の
？ 
合
併
後
は
ど
う
な
る
の
？

合
併
後
は
ど
う
な
る
の
？ 
合
併
後
は
ど
う
な
る
の
？ 

国
民
健
康
保
険 

　7月に年間保険料が確定し、7月以降で暫定時の過不足を調整します。 

月 
期 

４月 
１期 

暫定期間 
５月 
２期 

６月 
３期 

７月 
４期 

８月 
５期 

９月 
６期 

10月 
７期 

確定期間 
11月 
８期 

12月 
９期 

１月 
10期 

２月 
11期 

３月 
12期 
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国
民
健
康
保
険

現
在
、
町
で
は
老
人
の
栄
養
強
化
と
保
健
の
向

上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
老
人
が
牛
乳
を
購
入

す
る
際
に
そ
の
費
用
の
一
部
ま
た
は
全
額
を
助
成

し
て
い
ま
す
。

新
潟
市
に
は
、
こ
の
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

合
併
日
に
お
け
る
対
象
者
に
限
り
、
合
併
後
も
継

続
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
支
給

要
件
を
満
た
し
て
い
る
方
で
あ
っ
て
も
、
老
人
牛

乳
の
支
給
を
辞
退
さ
れ
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、

合
併
後
の
申
請
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま

す
。

現
在
の
対
象
者
は

・
77
歳
以
上
の
方

（
当
該
年
度
中
に
77
歳
に
達
す
る
方
を
含
む
）

・
66
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
お
よ
び
老
人
世
帯
の

方（
当
該
年
度
中
に
66
歳
に
達
す
る
方
を
含
む
）

補
助
額
は

・
77
歳
以
上
の
方
…
購
入
費
用
の
２
分
の
１
の
額

・
66
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
お
よ
び
老
人
世
帯
の

方
…
購
入
費
用
の
全
額

問
い
合
わ
せ

保
健
福
祉
課
福
祉
係

内
線
１
４
２

合
併
後
の

合
併
後
の 

老
人
牛
乳
助
成
事
業
に
つ
い
て

老
人
牛
乳
助
成
事
業
に
つ
い
て 

合
併
後
の

合
併
後
の 

老
人
牛
乳
助
成
事
業
に
つ
い
て

老
人
牛
乳
助
成
事
業
に
つ
い
て 

合
併
後
の

合
併
後
の 

老
人
牛
乳
助
成
事
業
に
つ
い
て

老
人
牛
乳
助
成
事
業
に
つ
い
て 

合
併
後
の 

老
人
牛
乳
助
成
事
業
に
つ
い
て 

帯
内
の
人
数
の
変
更
が
あ
っ
て

も
、
３
月
31
日
ま
で
は
合
併
前
の

取
り
扱
い
を
し
ま
す
。

３
月
21
日
以
降
の
新
規
加
入
世

帯
の
場
合
は
、
合
併
後
の
保
険
料

率
で
計
算
し
ま
す
。
な
お
、
合
併

後
で
も
合
併
前
に
西
川
町
が
発
行

し
た
納
付
書
に
よ
り
納
付
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

○
保
険
料
の
納
付
方
法

お
よ
び
納
付
場
所

窓
口
納
付

市
役
所
国
民
健
康
保
険
課
、

各
支
所
、
各
地
区
事
務
所
、
各

連
絡
所
、
お
よ
び
下
記
金
融
機

関
の
窓
口
で
納
付
で
き
ま
す
。

※
合
併
前
の
国
保
税
を
市
役
所

本
庁
で
納
付
さ
れ
る
場
合
は
納

税
課
が
窓
口
で
す
。

口
座
振
替

振
替
日
は
毎
月
月
末
（
12
月

の
み
28
日
）
で
す
。
た
だ
し
、

末
日
が
休
日
の
場
合
は
、
そ
の

翌
営
業
日
と
な
り
ま
す
。

※
振
替
は
月
末
１
回
の
み
で

す
。
再
振
替
は
で
き
ま
せ
ん
。

現
在
、
口
座
振
替
で
納
付
し

て
い
る
方
は
、
今
ま
で
の
口
座

か
ら
振
替
し
ま
す
の
で
、
手
続

き
は
不
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

税
務
課
徴
収
係

内
線
１
５
３

住
民
課
国
民
健
康
保
険
係

内
線
１
３
１
・
１
３
４

※平成16年度の保険料率での比較です。平成17年度の新潟市の保険料率については、合併後の市報にいがたでお知らせします。 

新潟市 

所　得　割 
資　産　割 
均　等　割 
平　等　割 
賦課限度額 

7.20％ 
－ 

20,700円 
30,300円 
530,000円 

医療分 
1.15％ 
－ 

7,800円 
－ 

80,000円 

介護分 

西川町 

所　得　割 
資　産　割 
均　等　割 
平　等　割 
賦課限度額 

5.30％ 
10.00％ 
20,800円 
20,500円 
530,000円 

医療分 
1.20％ 
－ 

11,000円 
－ 

80,000円 

介護分 

第四銀行
北越銀行
大光銀行
みずほ銀行
東京三菱銀行
三井住友銀行
秋田銀行
東邦銀行
北陸銀行
山形しあわせ銀行
殖産銀行
みずほ信託銀行
中央三井信託銀行
住友信託銀行

新潟信用金庫
三条信用金庫
新発田信用金庫
加茂信用金庫
商工組合中央金庫
新潟県労働金庫
新潟県信用組合
興栄信用組合
新栄信用組合
協栄信用組合
巻信用組合
太陽信用組合
五泉信用組合

新潟県信用農業協同組合連合会
新潟市に所在する農業協同組合
燕市農業協同組合
新潟県信用漁業協同組合連合会

※注意
北蒲みなみ農業協同組合は京ケ
瀬支店のみ、納付および口座振
替ができます。

※郵便局では納付できません。（口座振替のみ可能）
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INFOMATION

EVENT

INFOMATION

EVENT

2月は児童手当の支給月です

今年も、家族をテーマにした簡潔で心のこ
もった手紙文「短い手紙」を募集したところ、
たくさんの応募がありました。
小学４年生から成人までの全作品を学習館に

掲示しています。多くの皆さんのお越しをお待
ちしています。
掲示場所 学習館１階ロビー
掲示期間 3月10日（木）まで
問い合わせ
公民館　�88―２３３４

２月期は、15日に各受給者の口座に振り込ま

れますのでお確かめください。

今期の支払いは、平成16年10月から平成17年

１月までの４か月分です。なお、中途で受給資

格を取得された場合は、その月の翌月分からと

なり、中途で受給資格を喪失された場合はその

月分までとなります。

問い合わせ

保健福祉課福祉係

内線１４２

「交通事故や詐欺などの被害に遭って、警察
や検察庁に相手（加害者）を処罰してくれるよ
う求めたのに、検察官は加害者を不起訴処分に
してしまい裁判にかけてくれない」という方は、
検察審査会に相談してください。
検察審査会は、国民から選ばれた11人の検察

審査員が、検察官がした不起訴処分が正しいか
どうかを審査します。
検察審査員は、選挙権を持っている皆さんの

中から「くじ」で選ばれます。
あなたも、審査員に選ばれることがあるかも

しれません。
審査員に選ばれたときには、国民の代表とし

て、この仕事にご協力をお願いします。
なお、検察審査会をもっとよく知りたい方は、

新潟検察審査会にお問い合わせください。
〒９５１－８５１１
新潟市学校町通１番町１番地
新潟地方裁判所４階
新潟検察審査会事務局
�０２５―２２２―４１３１

県では、国・関係市町村とともに、新潟都市

圏の交通計画づくりに取り組んでいます。

このたび、将来の都市圏づくりに向けた交通

のマスタープランを取りまとめましたので、こ

の素案について、都市圏住民の皆さんからのご

意見を募集します。

マスタープランの素案は、企画課に用意して

あります。また、県都市政策課のホームページ

にも掲載しています。

募集期間

２月18日（金）～３月４日（金）

問い合わせ

県都市政策課分室

�０２５―２８５―５５１１

内線３３１３

ホームページ

http://www.pref.niigata.jp/dobokubu/か

ら都市政策課を選択

短い手紙をありがとう短い手紙をありがとう短い手紙をありがとう
応募総数 816通 

検 察 審 査 会  
将来の 
「都市交通マスタープラン」に 
　　　　　　ついての意見募集 

将来の 
「都市交通マスタープラン」に 
　　　　　　ついての意見募集 

将来の 
「都市交通マスタープラン」に 
　　　　　　ついての意見募集 
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お
知
ら
せ
・
情
報

西 川 町 役 場
保健センター
公 民 館
水 道 課
デイサービスセンター
在宅介護支援センター
教育相談（専用）

�88－3111�
�88－5311
�88－2334
�88－2144
�88－5666
�88－5666
�88－3031

新
潟
市
と
の
合
併
に
伴

い
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
助

成
制
度
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
助
成

制
度
と
は
？

町
に
住
所
を
有
す
る
方

で
、
幼
児
の
た
め
に
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
を
購
入
し
た
方

に
購
入
費
の
２
分
の
１
以
内

（
た
だ
し
、
上
限
１
万
円
）

を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

（
助
成
回
数
は
幼
児
１
人
に

つ
き
１
回
限
り
）

ま
だ
、
助
成
を
受
け
て
い

な
い
方
は
、
お
早
め
に
総
務

課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

申
請
期
限

３
月
18
日
（
金
）

問
い
合
わ
せ

総
務
課
広
域
情
報
係

内
線
２
１
５

現
在
、
交
通
災
害
共
済
の

申
し
込
み
期
間
中
で
す
。

家
族
み
ん
な
で
交
通
災
害

共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

加
入
手
続
き

区
長
さ
ん
か
ら
配
布
さ
れ

る
封
筒
入
り
の
「
新
潟
県
交

通
災
害
共
済
会
費
払
込
書
兼

加
入
申
込
書
」
お
よ
び
「
会

員
証
」
に
記
入
し
、
現
金
を

添
え
て
各
町
内
の
区
長
さ
ん

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
総
務
課
お
よ
び
新

潟
県
交
通
災
害
共
済
組
合
指

定
金
融
機
関
（
町
で
は
第
四

銀
行
西
川
支
店
・
巻
信
用
組

合
西
川
支
店
）
で
も
加
入
手

続
き
が
可
能
で
す
。

共
済
期
間

平
成
17
年
４
月
１
日
〜
平

成
18
年
３
月
31
日

会
費１

人
年
額
５
０
０
円

（
期
間
途
中
加
入
も
同
額
で

す
）

見
舞
金

３
万
円
（
実
治
療
７
日
以

上
）
〜
１
２
０
万
円
（
死
亡
）

見
舞
金
請
求
期
間

交
通
災
害
を
受
け
た
日
か

ら
１
年
以
内

問
い
合
わ
せ

総
務
課
広
域
情
報
係

内
線
２
１
５

チ
ャ
イ
ル
ド

チ
ャ
イ
ル
ド 

シ
ー
ト
助
成

シ
ー
ト
助
成 

制
度
が
廃
止

制
度
が
廃
止 

さ
れ
ま
す

さ
れ
ま
す 

チ
ャ
イ
ル
ド 

シ
ー
ト
助
成 

制
度
が
廃
止 

さ
れ
ま
す 

１
日
約
１
円
の

１
日
約
１
円
の 

交
通
災
害
共
済

交
通
災
害
共
済 

１
日
約
１
円
の

１
日
約
１
円
の 

交
通
災
害
共
済

交
通
災
害
共
済 

１
日
約
１
円
の 

交
通
災
害
共
済 

町
所
有
の
普
通
乗
用
車
（
１
台
）

を
一
般
競
争
入
札
形
式
で
売
却
し

ま
す
。

車
名日

産
　
セ
ド
リ
ッ
ク
　
ブ
ロ
ア

ム
Ｖ
Ｉ
Ｐ
　
Ｃ
タ
イ
プ

年
式

平
成
13
年
式
（
色
　
黒
）

排
気
量

２
９
６
０
㏄

付
属
装
備
等

ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
４
本

車
検

平
成
18
年
12
月
24
日

走
行
距
離

２
０，

０
０
０
㎞

最
低
売
却
価
格

１
１
４
万
４
千
円

売
却
方
法
・
条
件

・
申
込
方
法

入
札
参
加
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
添
付

書
類
と
と
も
に
申
込
期
限
ま
で

に
総
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。（
申
し
込
み
の
あ
っ
た
方

に
よ
る
入
札
を
後
日
実
施
し
ま

す
）

・
申
込
資
格

町
在
住
の
個
人

（
普
通
自
動
車
免
許
を
有
す
る

者
）

町
内
に
事
業
所
を
有
す
る
法
人

・
申
込
用
紙

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、

総
務
課
に
て
配
布

・
添
付
書
類
等

個
人
は
申
込
者

本
人
の
運
転
免
許
証
の
写
し
、

印法
人
は
社
印
、
代
表
印

・
申
込
期
限

２
月
18
日
（
金
）

午
後
５
時
必
着
（
郵
送
ま
た
は

総
務
課
に
持
参
）

・
車
両
公
開

２
月
17
日
（
木
）

〜
18
日
（
金
）
の
間
、
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
（
役
場
駐
車
場
）

入
札
日
・
場
所

２
月
25
日
（
金
）
午
後
２
時
・

役
場
３
０
７
会
議
室

そ
の
他

・
入
札
の
結
果
、
最
低
売
却
価
格

を
上
回
る
最
高
価
格
を
提
示
し

た
方
に
売
却
し
ま
す
。
名
義
変

更
に
伴
う
登
録
諸
費
用
に
つ
い

て
は
、
落
札
し
た
方
の
負
担
に

な
り
ま
す
。

・
詳
細
は
、「
西
川
町
公
用
車
売

却
に
関
す
る
要
領
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

要
領
は
、
総
務
課
窓
口
に
て

配
付
す
る
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

総
務
課
庶
務
係

内
線
２
１
２
、
２
１
３

町
公
用
車
売
却
の
お
知
ら
せ

町
公
用
車
売
却
の
お
知
ら
せ 

町
公
用
車
売
却
の
お
知
ら
せ

町
公
用
車
売
却
の
お
知
ら
せ 

町
公
用
車
売
却
の
お
知
ら
せ 



１
月
９
日
（
日
）
新
春
恒
例

の
消
防
出
初
め
式
が
学
習
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

町
長
・
消
防
団
長
の
年
頭
の

あ
い
さ
つ
終
了
後
、
消
防
積
載

車
等
27
台
に
よ
る
一
斉
放
水
を

行
い
、
今
年
一
年
の
無
火
災
を

目
指
し
、
心
を
新
た
に
し
ま
し

た
。
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過
ぎ
去
れ
ば
月
日
は
早
き
忘
年
会
　
　
　
　

市
橋
　
金
吾

冬
ぼ
う
し
父
似
・
母
似
と
双
子
の
子
　
　
　
　
　

加
藤
　
静
江

山
茶
花
観
せ
て
く
く
り
し
露
天
風
呂
　

川
崎
　
　
實

年
の
暮
れ
盃
を
片
手
に
時
事
放
談
　
　
　
　
　

小
林
　
正
義

覚
え
書
き
ポ
ッ
ケ
に
い
れ
て
暮
れ
の
市
　
　

笹
川
カ
ツ
ヨ

夕
暮
れ
を
孫
が
手
伝
ふ
障
子
張
り
　
　
　
　

柴
田
文
三
郎

歩
道
橋
師
走
の
街
の
照
り
曇
り

関
　
　
芙
美

鍋
の
底
大
き
く
ゆ
す
り
年
詰
る

福
島
　
阿
支

人
の
世
に
背
か
ぬ
余
生
年
暮
る
る

星
　
　
良
三

玄
関
に
除
雪
車
雪
を
積
み
て
ゆ
き
　
　

山
際
　
伝
市

地
震

な

い

の
地
に
雪
よ
降
る
な
よ
年
用
意
　
　山

田
八
千
代

短
歌

目
を
つ
む
り
ひ
と
り
柚
子
湯
に
浸
り
を
り
遠
く
聞
こ

ゆ
る
焼
い
も
の
笛

加
藤
ト
シ
子

山
古
志
の
大
地
震
に
て
被
災
せ
し
友
の
賀
状
を
く
り

か
え
し
読
む

水
野
　
シ
ヅ

冬
至
湯
に
庭
の
柚
子
の
実
多さ

わ

に
入
れ
浸
れ
ば
ぷ
く
ぷ

く
肌
に
寄
り
く
る

中
原
　
京
子

お
年
玉
孫
の
く
れ
た
る
封
筒
を
わ
れ
は
今
年
の
宝
物

た
か
ら

と
な
し
ぬ

B

波
　
フ
サ

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
の
第
九
の
演
奏
聞
き
入
り
ぬ
指
揮
者

の
タ
ク
ト
零
時
に
終
る

相
生
　
光
江

サ
ン
タ
さ
ん
必
ず
来
る
か
と
孫
の
問
ふ
確
と
頷
く
新

雪
視
つ
つ

桜
　
み
な
よ

亡
き
叔
母
の
墓
に
積
も
り
し
細
雪
払
ひ
除
ひ
て
菊
花

供
へ
る

松
島
え
り
か

季
の
異
常
に
大
寒
来
れ
ど
小
春
日
の
穏
し
さ
ゆ
ゑ
に

咲
く
花
を
見
る

青
葉
　
　
香

冬
山
の
木
々
を
霞
め
て
降
る
雪
の
凍
て
つ
く
ほ
ど
に

寒
風
の
舞
ふ

大
野
　
友
子

人
知
れ
ず
冬
に
花
咲
き
枇
杷
の
木
の
そ
の
実
は
春
に

人
目
を
さ
そ
わ
ん
　

上
山
　
恵
子

俳
句

新
春
町
民

新
春
町
民 

囲
碁
将
棋
大
会
結
果

囲
碁
将
棋
大
会
結
果 

新
春
町
民 

囲
碁
将
棋
大
会
結
果 

公
民
館
主
催
に
よ
る
恒
例
の

新
春
町
民
囲
碁
将
棋
大
会
を
、

１
月
16
日
に
学
習
館
和
室
で
開

催
し
ま
し
た
。

総
勢
18
名
の
参
加
者
が
盤
に

向
か
い
、
熱
い
戦
い
が
繰
り
広

げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

熱
戦
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

囲
碁
の
部

優
　
勝
　
本
間
栄
治
（
四
番
町
）

第
二
位
　
田
口
　
隆
（

第
二
区
）

第
三
位
　
大
塚
　
勇
（
新
栄
町
）

将
棋
の
部

（
Ａ
級
）

優
　
勝
　
林
　
雪
男
（
槇
島
団
地
）

第
二
位
　
加
藤
哲
夫
（
六
　
分
）

第
三
位
　
土
田
孝
一
（
貝
　
柄
）

（
Ｂ
級
）

優
　
勝
　
青
木
　
勇
（
槇
　
島
）

第
二
位
　
深
沢
昭
司
（
二
番
町
）

第
三
位
　
笹
川
虎
勝
（
与
兵
衛
野
）

消
防
出
初
め
式
挙
行

消
防
出
初
め
式
挙
行 

消
防
出
初
め
式
挙
行

消
防
出
初
め
式
挙
行 

消
防
出
初
め
式
挙
行 



１.13
町道第５号線道
路改良（橋梁取
付道）工事

学校町
地　内 5,145

17.１.13
〜

17.２.28
遠藤建設㈱ 7

千円

１.13
町道第525号線
道路改良工事

六　分
地　内 3,570

17.１.13
〜

17.２.28
㈱加藤建設 7

１.21
町道第444号線
道路改良工事

押　付
地　内 3,570

17.１.21
〜

17.２.28
遠藤建設㈱ 4
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問い合わせ 曽根保育園（�88－2112）までお願いします。

毎月第４水曜日に住民票等交付窓口を午後
７時まで延長しています。（２月は23日です）
取扱業務は、

戸籍謄・抄本／住民票／印鑑登録／印鑑証
明／年金現況証明です。
どうぞご利用ください。

住民課窓口からのお知らせ 住民課窓口からのお知らせ 

2月の納税

●納税する税目
固定資産税（第４期分）
国民健康保険税（第11期分）
介護保険料（第11期分）

●納期限
2月28日�
・納期限までに忘れずに納税しましょう。

・窓口払いの方は、納税通知書をお持ちのうえ金融機関で納め

てください。

・口座振替の方は、お手数でも預金残高をお確かめください。

・口座振替日は2月28日�です。

・口座振替のおすすめ

納税は、便利で安全な口座振替をご利用ください。

手続きは、金融機関の窓口で行ってください。

1月31日～2月13日

2月14日～2月27日

期　間

今回の期間と内容は次のとおりです。24時間いつでもご利用いただけます。

善悪の区別ができる

朝食は一日の命の泉

内　容

子育てテレフォンサービス 子育てテレフォンサービス 

�88-5560

街
か
ど
ス
ケ
ッ
チ

入札日 工　事　名 場 所 工事費 工 期 業者名 指名業者数

入札結果公表 （百万円以上）

家庭や職場、友達同士など身近なところででき
るカウンセリングのやり方を学びます。
会　場 学習館研修室Ａ
対　象 子育て中の方、子どもに関わっている方、

カウンセリングに興味のある方ならどな
たでもお気軽にご参加ください。

申し込み 各開催日の５日前までに社会教育課
（�88―２３３４）へお申し込みください。

問い合わせ
社会教育課
�88―２３３４

まずチェック！
働くルールの最低賃金

新潟県最低賃金は、県内で事業を営むすべての
使用者およびその事業者で働くすべての労働に適
用されます。
新潟県最低賃金　時間額　642円

※最低賃金の対象となる賃金は、毎月支払われる基本的
な賃金に限定されます。
なお、賃金が時間額以外で定められている場合は、日
額、月額等を時間額換算して比較することとなります。

※希望講座のみの受講も可能です。 

日　　時 

２月16日（水） 
午後７時 
　　　～９時 

カウンセリン 
グ（１回目） 

日常会話からで 
きるカウンセリ 
ング講習 

中井良和さん 
（西川中学校ス 

クールカウンセ 

ラー） 

２月22日（火） 
午後７時 
　　　～９時 

カウンセリン 
グ（２回目） 

・よい聴き手に 
なるポイント 
・ロールプレイ 
の実習 

渋谷志保子さん 
（いのちの電話 

事務局長） 

学習主題 学習内容 講　　師 

工房はたやは、障害のある方の働く場所です。
豆腐「豆天使」の製造・販売をはじめ、自主製

品作り、企業からの委託作業を行います。
現在、一緒に働いてくださる方を募集していま

す。
関心のある方は下記までお問い合わせください。

工房はたや 西川町大字旗屋３１１
西川障害部門総合センター内
※旧学校給食共同調理場跡地
国道１１６号線沿いワコール縫製㈱向いです。

問い合わせ
工房はたや　�70―４０４４

小規模作業所「工房はたや」
からのお知らせ
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わ が 家 の 人 気 者

　男 
　女 
　計 
 
世帯数　 3,523 

転　入 
転　出 
出　生 
死　亡 

14人 
14人 
6人 
13人 

  6,059人 
　6,520人 
　12,579人 

 
 

（前月比－７） 

（前月比＋２） 

（1月末日現在） 

 

 

【談】 このもの語は、おじいさんたち
がすんでいる家の金のりんごをぬすむ
金の鳥をつかまえてくるストーリーで
す。
この作品でくふうした所は金の鳥の
近くに王様や主人公のハサンがいる所
です。 曽根小学校４年

渡辺　　稜 さん
（六分）

町民のうごき欄に掲載を希望されない方は、
戸籍窓口に届出の際にお申し出ください。

内　藤　爽
さ

祈
き

戸井田　　雪
ゆき

古　田　隠
しず

音
ね

小　林　慶
けい

多
た

大　島　青
そ

空
ら

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

おくやみ

うぶごえ
名　　前 誕生日 保護者 町　内

／

／

／

／

／

勝　之

隆

賢　司

正　雄

直　喜

六 分

三 ツ 屋

升潟団地

六 分

川 崎

12

20

22

２

11

丸山　　静

眞島　キヌ

土田　松枝

鈴木　昭美

赤川　ハナ

b橋　キク

本間　タツ

石林　正作

渡邉　昭司

眞島フミエ

大瀧　　實

川c 寛

名　前

69

92

74

67

78

89

88

75

76

78

77

45

年齢

本　人

正　男

昭　男

本　人

秀　夫

茂

本　人

本　人

本　人

忠　雄

本　人

孝　信

亡くなった日 世帯主

槇島団地

押 付

善光寺

八番町

川 崎

下 山

旗 屋

桑 山

下 組

一番町

六 分

大 潟

町　内
12

12

12

12

12

12

12

12

12

1

1

1

13

13

19

20

25

25

29

29

30

5

10

10

12

12

12

1

1

ごけっこん

田　中　正　人
（武 田）美　鈴

名前（旧　姓）

田中　良子

世帯主

七 番 町

中　澤　敏　久
（尾 高）寛　子

六 番 町

町　内

わが家のムードメーカー、篤槻と南侑を紹介します。
お兄ちゃんの篤槻は、小学生になってから、「お兄ちゃん」

らしさが増すとともに、男らしくたくましくなってきました。
妹の南侑は、自己主張能力がめばえつつあり、「わがまま」

が多くなりました。
共働きのため、平日はほとんど両親と一緒に遊べないけれ

ど、これからも、ずっと家族仲良くして行きたいと思います。
―すこやかに大きくなあれ！―

小林　　司さん（美里）
一子さん

▲小林　南侑
な ゆ

ちゃん（2歳）・篤
あつ

槻
き

くん（7歳）

中澤理喜作 


